授業における「複数武道」の効果と課題　―Ｙ大学の居合道・杖道の授業実践から― by 阿部 弘生
Ⅰ．はじめに
Ⅰ - １ ．研究目的
　学校体育における武道の必修化の動きは、平成２４年度の中学校での完全実施以来継
続されており、平成２９年告示の『中学校学習指導要領』では、学校や地域の実態に応
じた方策として、従前から示されているなぎなたに加えて、空手道をはじめとする５
つの武道についても履修させることができることを新たに示している１）。
　武道授業に関わる実践は様々に行われている。筆者は以前、武道授業における杖道
導入の可能性について検討してきた２）３）。そこでは、大学生を対象に全１５回の模擬授
業を行い、毎回の感想や授業への改善点等の記入を求めながら行ってきた。また、居
合道ではいくつかの中学・高等学校、大学において実践が報告され４）、中学校のＨＰ
に記事が掲載されているケースもある５）６）。
　さて、ひとくちに武道といっても、居合道や杖道はもちろんのこと、代表的に行わ
れている剣道や柔道、相撲等のあくまでも総称が武道であり、それぞれの武道に特性
がある。武道授業において求められる目標は共通しているとしても、それぞれの武道
の持つ技や行動様式、考え方を理解しながら授業を展開していくことは重要である。
筆者は以前、居合道と剣道を組み合わせた授業を実施し、学生のレポートから「剣道
でも礼法は学べるが、剣道以上に居合道は日本の礼法が学べる」「居合道の足さばき
や刀のかわし方など、剣道の試合をする上でも参考になる」など、複数の武道の関連
性を踏まえたコメントを得た。従って、日本の伝統的身体運動文化である武道を考え
た時、武道ごとの特性を味わいながらも関連性を持たせることでより深い理解が得ら
れると考える。以上より、本実践は、「居合道」と「杖道」の２つの武道を経験する
ことによって、学生自身が居合道、杖道のそれぞれに対して感じた特性や魅力を明ら
かにし、今後の武道授業の展開における手がかりを探ろうとするものである。
授業における「複数武道」の効果と課題
―Ｙ大学の居合道・杖道の授業実践から―
阿部弘生
― 131 ―
授業における「複数武道」の効果と課題（阿部）
表１：『中学校学習指導要領（平成２９年告示） 解説 保健体育編』における「武道」
学年 『中学校学習指導要領解説』の記述
第１学年及び
第２学年
　技ができる楽しさや喜びを味わい、武道の特性や成り立ち、技の
名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解するとと
もに、基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開すること
ができるようにする。その際、攻防などの自己の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の
考えたことを他者に伝えることができるようにすることが大切であ
る。また、武道の学習に積極的に取り組み、相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守ろうとすることや一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を認めようとすることなどにも意欲をもち、禁じ技を用いない
など健康や安全に気を配ることができるようにすることが大切であ
る。
第３学年
　技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、伝統的な考え方、技
の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などを理解するととも
に、基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開することができる
ようにする。その際、攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考
えたことを他者に伝えることができるようにすることが大切であ
る。また、武道の学習に自主的に取り組み、相手を尊重し、武道の
伝統的な行動の仕方を大切にすることや一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどに意欲をもち、健康や安全
を確保することができるようにすることが大切である。
Ⅰ - ２　中学校学習指導要領における武道の取り扱い
　『中学校学習指導要領解説』７）では、第１学年及び第２学年と第３学年において、
武道授業に次のようなことを求めている（表１）。
　上記より、中学校の保健体育科で武道に期待されている内容としては、①技の達成
感、②武道の特性や成り立ちへの理解、③技の名称や行い方の理解、④体力の向上へ
の理解、⑤攻防の展開の楽しさ、⑥自己課題発見、解決能力、⑦言葉による伝え合い、
⑧他者の尊重、⑨伝統的な行動の仕方、⑩個人の課題への挑戦意欲、⑪健康・安全が
挙げられる。本実践はあくまで大学生を対象としたものであるが、その中には剣道経
験者と剣道未経験者が存在し、高等学校での武道があくまで選択科目であることか
ら、武道の未経験者を考慮するためにも『中学校学習指導要領』の視点を用いて展開
した。
Ⅰ - ３　研究方法
　本研究は、平成３０年４月から平成３０年７月にＹ大学での「スポーツ実技（居合道・
杖道）」を受講した３１名を対象とした。受講生のうち１２名が武道経験者、１９名が武道
未経験者であった。そして、居合道部に所属している学生が２名おり、杖道を経験し
たことのある学生は０名であった。本実践では、居合道、杖道それぞれの最終時間に
振り返りを行い、その後に調査紙への記入を求めた。具体的には、居合道・杖道に対
するイメージの変化、学生たちが感じる魅力について質した。本研究では授業後に学
生たちが感じた魅力について、記述を分類しながら考察していくこととする。なお、
表１０から表１３に示す記述内容に関しては、学生の記述を抜粋したものであり、明らか
な誤字や脱字に関しては筆者が修正し、記載した。
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表２：本研究における記述内容と分類の表記
分類 記述内容
１）技の達成感 【技達成感】 技の完成をうまく達成できたことに関する記述。
２）武道の特性
や成り立ちへ
の理解
【芸術的視点】 武道の美的要素に関する記述。
【日本刀】 真剣を扱うことに魅力を感じた記述。
【特性】
居合道に関しては１人で仮想的に向かい、杖道で
は２人で行うといった特性があるため、その点に
関する記述。
３）技の名称や
行い方の理解
【技術】 技の名称や行い方に関する記述。
【護身】
記述の中で、「身を守る」「制する」等、自ら相手
を攻めたてたり、痛めつけたりするような視点で
はなく、自らの体も守り、相手も痛めつけないよ
うな視点での記述。
４）体力の向上
への理解 【体力向上】 体力に関する記述。
５）攻防の展開
の楽しさ
【理合】 技におけるストーリー性に関する記述。
【杖対太刀】 特に杖道において、「杖」対「太刀」に関する記述。
６）自己課題発
見、解決能力
【身体操作】 身体的な技に対する気付きや課題発見・解決に向けた態度に関する記述。
【精神修養】 自らの内面に対する気付き等に関する記述。
７）言葉による
伝え合い 【協力】 授業全体の取り組みとしての協力性に関する記述。
８）他者の尊重
【礼法】 人対人の礼法に関する記述。
【形的協力性】 特に杖道において、２人で協力して「形」を行うことに関する記述。
９）伝統的な行
動の仕方 【伝統的行動】
伝統的・文化的視点や所作に関する記述、日常と
武道を結び付けた記述。日本刀や杖に対する礼法
も含むこととする。
１０）個人の課題
への挑戦意欲 【課題挑戦】
技の完成を目指す態度や、課題への挑戦に関する
記述。
１１）健康・安全 【健康・安全】 健康や安全に関する記述。
　記述の分類に関しては、前述した中学校の武道授業で求められていることを参考
に、それらをさらに詳細に分類し、表２のように表記することとする。
　
Ⅱ．居合道と杖道
Ⅱ - １　居合道について
　居合道は、林崎甚助重信によって創始されたとされている。「鞘の内」とも言われ、
刀が鞘に納まっている状況から、咄嗟に抜刀して身を護るための術である。実際の敵
ではなく仮想敵を相手にする。つまり、実際に人と対するわけではなく、１人で形を
行うため、自分のペースで修錬でき、男女問わず幅広い年代で行われている８）。全日
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表３：全日本剣道連盟居合の形
（※網掛けは本授業で扱った形）
形の名称
一 本 目 前（まえ）
二 本 目 後（うしろ）
三 本 目 受け流し（うけながし）
四 本 目 柄当て（つかあて）
五 本 目 袈裟切り（けさぎり）
六 本 目 諸手突き（もろてづき）
七 本 目 三方切り（さんぼうぎり）
八 本 目 顔面当て（がんめんあて）
九 本 目 添手突き（そえてづき）
十 本 目 四方切り（しほうぎり）
十一本目 総切り（そうぎり）
十二本目 抜き打ち（ぬきうち）
本剣道連盟（以下、全剣連という）では昭和４４年に数多く存在する流派の基本的なも
のを抜き出し、それを総合して「全日本剣道連盟居合」（以下、制定居合という）を
制定し、現在では１２本の形が定められている９）（表３）。様々な流派、団体があり、
それぞれに形が定められているが、本実践では制定居合を中心に取り扱う。ただし、
一部古流（夢想神伝流）の形を取り扱うこととする。古流（夢想神伝流）の形を扱う
理由としては、抜きつけと切り下ろしのみで完結する形を選定する必要があり、制定
の一本目（前）と五本目（袈裟切り）の他に、古流（夢想神伝流）の形である【行連】
が適していると判断したためである。実際には、表９に示したように、居合道の第２
回目の授業で取り扱った。
Ⅱ - ２　杖道について
　杖道は、剣道、居合道と同じく全剣連に包括されている団体である。そのため、段
級制度などは範士八段を最高位として、それに準ずるものである。全剣連によって形
が１２本（以下、形という）、基本の単独動作（以下、単独動作という）１２本、基本の
相対動作（以下、相対動作という）１２本が定められている（表４、表５）。運動の特
性としては、左右を均等に用いた運動、日常経験することのない体のひねりや伸ばし
を体感できるといったことが挙げられる。また、居合道と同じく対敵動作（杖道の場
合は太刀役と杖役にわかれて２人で行う）の攻防にストーリー性（以下、理合という）
がある。ただし、居合道とは異なり、実際に他者と形を合わせていくことが前提にあ
る。これらにより、身体運動的側面からの日本の文化性を理解できると共に、剣道と
は異なり防具を着用しないため、より互いの呼吸を合わせる必要性が生じ、真剣味を
持って対峙しなければならず、「相手を尊重して練習や試合ができるようにすること
を重視する運動」として、人間関係の構築にも寄与できると考えられる。さらに、老
若男女問わず形を合わせることができるため、世代間・性別間の交流にも有効となり
得る特性を持っている。その他に、教材という視点から言えば、施設設備に関わる費
用が安価で済むという利点も挙げられる。
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表４：全日本剣道連盟杖道の基本
（※網掛けは本授業で扱った基本）
表５：全日本剣道連盟杖道の形
（※網掛けは本授業で扱った形）
基本の名称
一 本 目 本手打（ほんてうち）
二 本 目 逆手打（ぎゃくてうち）
三 本 目 引落打（ひきおとしうち）
四 本 目 返し突（かえしづき）
五 本 目 逆手突（ぎゃくてづき）
六 本 目 巻落（まきおとし）
七 本 目 繰付（くりつけ）
八 本 目 繰放（くりはなし）
九 本 目 体当（たいあたり）
十 本 目 突外打（つきはずしうち）
十一本目 胴払打（どうばらいうち）
十二本目 体外打（たいはずしうち）
形の名称
一 本 目 着杖（つきづえ）
二 本 目 水月（すいげつ）
三 本 目 引提（ひっさげ）
四 本 目 斜面（しゃめん）
五 本 目 左貫（さかん）
六 本 目 物見（ものみ）
七 本 目 霞（かすみ）
八 本 目 太刀落（たちおとし）
九 本 目 雷打（らいうち）
十 本 目 正眼（せいがん）
十一本目 乱留（みだれどめ）
十二本目 乱合（らんあい）
表６：居合道の形と概要
居合道の形 概要
【前】 　対座している敵の殺気を感じ、機先を制して「こめかみ」に抜きつけ、さらに真っ向から切り下ろして勝つ。
【袈裟切り】 　前進中、前から敵が刀を振りかぶって切りかかろうとするのを逆袈裟に切り上げ、さらにかえす刀で袈裟に切り下ろして勝つ。
【行連】（いきづれ）
（夢想神伝流）
　左右の敵にはさまれて前進中に、敵の機先を制し一歩やり過ごしながら右
敵を抜き打ちに倒す。さらに振り向こうとした左の敵を切り下ろして勝つ。
【柄当て】
　前後に座っている二人の敵の殺気を感じ、まず正面の敵の「水月」に「柄
頭」を当て、続いて後ろの敵の「水月」を突き刺し、さらに正面の敵を真っ
向から切り下ろして勝つ。
【顔面当て】
　前進中、前後二人の敵の殺気を感じ、まず正面の敵の顔面に「柄当て」し、
続いて後ろの敵の「水月」を突き刺し、さらに正面の敵を真っ向から切り
下ろして勝つ。
【諸手突き】
　前進中、前後三人の敵の殺気を感じ、まず正面の敵の右斜め面に抜き打
ちし、さらに諸手で「水月」を突き刺す。つぎに後ろの敵を真っ向から切
り下ろす。続いて正面からくる他の敵を真っ向から切り下ろして勝つ。
【受け流し】 　左横にすわっていた敵が、突然立って切り下ろしてくるのを「鎬」で受け流し、さらに袈裟に切り下ろして勝つ。
【抜き打ち】 　相対して直立している前方の敵が、突然切りかかってくるのを、刀を抜き上げながら退いて敵の刀に空を切らせ、さらに真っ向から切り下ろして勝つ。
Ⅱ - ３　居合道・杖道の基本と形の概要
　上記で挙げた基本に関する説明と、形の概要については、『全日本剣道連盟居合道
解説』１０）、『居合の研究　夢想神伝流（下）』１１）、『全日本剣道連盟杖道解説』１２）を基に、
表６、表７に記す。なお、形に関しては、１本目から順番が決まっているが、授業に
おいてはその順番に捉われることなく、必要な技や考え方と、それに関わる形を組み
合わせながら行った。従って、表６、表７においても、授業で取り扱った順番に沿っ
て記すこととする。
　また、居合道に関しては一部制定居合にはない古流の形も取り扱った。杖道に関し
ては全ての基本が構えに戻るという特性があるため、構えについても概要を示した。
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表７：杖道の構え、基本、形の概要
構えor基本
or形 基本・形の名称 概要
構え
【常の構え】 　自然体のまま右手で杖の中央を握り、右体側に軽くつけ、杖先をほぼ「へそ」の高さにし、両足を揃えて立つ。
【本手の構え】
　右本手の構えは、常の構えから、右手、右足を前に出し、
左手で杖尾を握り、右手をすべらせて、全長のほぼ４分の
１の手幅にとり、杖先を相手の目の高さにし、後ろ足爪先
及び腰の向きを４５度くらいの「やや半身」となって構える。
ここでいう手足の左右が反対になる形が左本手の構えであ
る。
【逆手の構え】
　右逆手の構えは、常の構えから、杖先を左手で逆に握り、
右足を１歩踏み出すと同時に、右手は持ち替えることな
く、杖尾を右後ろ上から回して前に出しつつ、右手をすべ
らせて、全長のほぼ４分の１の手幅にとり、杖先を相手の
目の高さにし、後ろ足爪先及び腰の向きを４５度くらいの
「やや半身」となって構える。ここでいう手足の左右を反
対にした形が左逆手の構えである。
【引落の構え】
　右引落の構えは、常の構えから左足を前に出すと同時に
杖先に左手をかけ、左手親指の付け根を左乳部に軽くつ
け、四指を揃えて上に伸ばし「真半身」となり、右手を順
に持ち替え、杖を下から握る。
基本
【本手打】
　本手の構えから杖をいっぱいにとり、本手にて「打」の
顔面を打つ技である。本手打には、右本手打と左本手打の
２種があり、左右交互に行う。
【逆手打】
　逆手の構えから杖をいっぱいにとり、逆手にて「打」の
左右横面を打つ技である。単独動作では、本手打と同様、
逆手にて上から顔面を打つ。逆手打には、右逆手打、左逆
手打の２種があり、左右交互に行う。
【引落打】
　引落の構えより「打」の顔面を打つ、あるいは太刀を打
ち落とし顔面を攻める技である。相対動作では、中段に構
えた太刀を引落打し顔面を攻め、単独動作では、直接本手
にて顔面を打ち、左右交互に行う。
【返し突き】 　水月を突く技で、腰を十分捻り、杖先と杖尾を交互に返して突く技である。左右の返し突を交互に行う。
【逆手突き】
　杖を逆手に持って、相手の水月を上から突き、さらに右
本手打で顔面を打つ技で、突きと打ちの動作を連続して行
う技である。
【繰付】
　太刀で正面に切り付けてくるのを、体を左にかわし、杖
先で中柄を下からすくい、すかさず太刀を下腹部に繰り付
ける技である。繰付は左右の繰付があるが、基本動作では
右繰付のみとする。
形
【着杖】
　正面から切り下ろす太刀を、体を右斜め後ろにかわして
左小手を打ち、さらに、退きながら上段に構えるその左小
手を本手打する形である。
【水月】 　太刀で正面を切りかかるところを、右斜め前に体をかわして水月を突き、さらに引落打する形である。
【引提】 　太刀で正面に切り付けてくるのを、体を右にかわして、繰り付け、さらに水月を突き、顔面を引落打する形である。
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表９：授業全体の計画
授業回 居合道or杖道 授業内容 実践した形
１ ガイダンス 居合道とは？　杖道とは？
２
居合
抜き付け、切り下ろし 【前】、【袈裟切り】、【行連】
３ 柄での攻撃 【柄当て】、【顔面当て】
４ 突き 【諸手突き】
５ 鎬を使った攻防 【受け流し】、【抜き打ち】
６ これまで行ってきた形の総復習
７ 発表会 各自が好きな技を２本
８ 映像視聴　記入用紙回収
９
杖道
杖道の基本　構え、打ち
【本手の構え】、【逆手の構え】、【引き落としの構え】
【本手打】、【逆手打】、【引き落打ち】
１０ 【本手打】を利用した技の実践 【着杖】（つきづえ）
１１
杖道の基本　突き、突きを活用した技の実践
【水月】（すいげつ）
【返し突】、【逆手突】
１２ 頭部を守る基本【繰付】と【繰付】を活用した技 【引提】（ひっさげ）
１３ 【着杖】、【水月】、【引提】の総復習
１４ 発表会 【着杖】、【水月】、【引提】
１５ 映像視聴・記入用紙回収
表８：居合道・杖道のガンダンス内容
居合道のガイダンス内容 杖道のガイダンス内容
① 居合道は刀を持って行うこと。
② ただし、鞘から刀を抜いた後に行うもの
ではなく、鞘に入っている状態から敵と
やりとりする武道であること。
③ また、刀を鞘に納めること（「納刀」）も
技術の中にあるということ。
① 杖道は杖を用いて、太刀と対する武道で
あること。
② 居合道とは異なり、身体の左右で同じ動
きが求められること。
③ 殺傷性のある太刀と殺傷性のない杖との
やりとりであること。
Ⅲ．授業実践
　授業としては、１回目に居合道と杖道に関するガイダンスを行った。特に、次の点
（表８）を中心にガイダンスを行った。
　そして、前半の７回で居合道を行い、後半の７回で杖道を行った。これは、杖道が
太刀と対する武道であることから、初めに日本刀を用いた居合道を行い、扱いに慣れ
させること、仮想敵を相手にするため誰かと形を合わせるのではなく、自分の体と意
識を向き合わせることを重点的に行うことで、身体操作に慣れさせ、実際に相手がい
た時もスムーズに動けるようになるといった技術向上と安全管理上の意図があるため
である。そして、居合道、杖道共に６回目の授業で発表会を行い、７回目の授業で発
表の映像を視聴し、振り返りを行った。なお、開講曜日の異なる２クラスでの授業で
の実践であり、他教員との兼ね合いもあったため、１クラスに関しては１コマ分、体
育実技授業としての講義を行った。しかし、居合道・杖道の実践に関しては２クラス
において差が出ないように配慮し、授業の流れも同一のものとして行ったことを付記
しておく。具体的な授業全体の進行は表９に示す。
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表１０：武道未経験者が居合道に感じた魅力とその分類
№ 記述内容 分類
１ 相手や刀への礼、敬う気持ちが日本らしい。
【礼法】
【伝統的行動】
２ 剣の重みを感じながら精神を修養できるところ。
【日本刀】
【精神修養】
３ 精神を集中させる。 【精神修養】
４
技だけではなくて、周辺の知識を学べることだと思います。自
分は大河ドラマとか歴史とか好きだったので、特にそう思いま
した。
【伝統的行動】
５ 納刀の滑らかさ、速さ。 【技術】
６ 技が色々あるところ。 【技術】
７ 型の美しさと実戦的なところにあると思います。 【芸術性】
８
一人だけでも競技ができるところ。
昔の武士になった気持ちになれるところ。
武道の精神に触れられるところ。
【特性】
【伝統的行動】
９ 場合によって、どう早く反応するかという考え方です。 【理合】
１０
型のかっこよさ、かっこいいだけじゃなくて、ちゃんと戦闘を
想定した意味のあるものだというところ。
【芸術性】
【理合】
１１
刀を用いているところ。
型にそれぞれ意味があるところ。
【日本刀】
【理合】
１２
友人と教え合ったりしてよりキレのある動きを追及できるとこ
ろ。
【協力】
【身体操作】
１３ 伝統的な日本の文化を濃縮した感じがするところ。 【伝統的行動】
１４
楽しく模擬刀を振り回しながらも真剣に取り組むと心を落ち着
かせることができ、精神統一できる点。
【日本刀】
【精神修養】
１５
刀を振れるかっこよさ。日本人らしい日本武道の考え方を学べ
る。
【日本刀】
【伝統的行動】
１６ 自分の体と剣の扱いの両方を学べるところ。 【身体操作】
１７ 人によってかたちが変るところ。 【理合】
１８ 本物の刀で試合するから危ないけどかっこいいところ。 【日本刀】
１９ 真剣を振り回すところ。 【日本刀】
Ⅳ．居合道・杖道に感じた魅力
Ⅳ - １　居合道に感じた魅力
 （１）武道未経験者が居合道に感じた魅力
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表１１：武道経験者が居合道に感じた魅力とその分類
№ 記述内容 分類
１ 非日常的な刀を使う世界に触れられることだと思います。 【日本刀】
２
剣道などのように動きが激しくなく、体力がない人でも取り組
みやすいところ。
【体力】
３ 型の一つ一つに敵が想定されてストーリーがあるところ。 【理合】
４ 自分のいたらない点に気付けること。 【身体操作】
５ 普段触れることができないものをより日常に近付けるところ。 【伝統的行動】
６ 刀を通して日本を知ることができるところ。 【日本刀】
７ 洗練された動作。 【芸術性】
８
場面の想定がはっきりしているため、状況を把握しやすく、術
理に入り込みやすい所。
【理合】
９ 刀を使える点。 【日本刀】
１０ 技術面だけではなく、日本人の考え方なども学べるところ。 【伝統的行動】
１１
自分の動きを一つ一つなおしてきれいになっていくと気持ちが
あらわれるようなところ。
【精神修養】
１２ 刀を振れるところ。 【日本刀】
　武道未経験者が居合道に感じた魅力としては、【礼法】が１名、【伝統的行動】が５
名、【日本刀】が６名、【精神修養】が３名、【理合】が４名、【技術】、【芸術性】、【身
体操作】が２名、【特性】、【協力】が１名いた。【日本刀】に関しては、武道未経験者
だからこそ模擬刀ですら持った経験がなく、新鮮さを感じながら行っていたことがわ
かる。【伝統的行動】、【理合】に関しては、居合道の形を理解する上で、場面や状況
はもちろんのこと、社会的背景を知りながら授業を展開する必要がある。それらを魅
力と感じた学生がいたということがわかる。【技術】としては、具体的な殺傷性を伴
う抜きつけや切り下ろしではなく、「納刀」に関する記述や技の多さに魅力を感じて
いた学生が多いため、居合道の授業展開を考える上で非常に重要な視点であると考え
られる。
 （２）武道経験者が居合道に感じた魅力
　武道経験者が居合道に感じた魅力としては、【日本刀】が４名、【理合】、【伝統的行
動】が２名ずつ、【体力】、【身体操作】、【芸術性】、【精神修養】が１名ずついた。
　日常触れることのできない日本刀に触れることに魅力を感じている学生が４名いた
が、そのうち４名が剣道経験者であった。剣道で使用される「竹刀」は日本刀を模し
ており、日本刀の特性を知るということは剣道の文化的側面を知る上で非常に重要な
ものになる。しかし、剣道経験者が日本刀に触れる機会を魅力と感じているというこ
とは、剣道の理解を深めていく上でも居合道の果たす役割はあると考えられる。
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表１２：武道未経験者が杖道に感じた魅力とその分類
№ 記述 分類
１ 居合道とは異なり、身を守ることを目的としているところ。 【護身】
２ 自分から攻撃するわけでなく、あくまで護身に徹するところ。 【護身】
３ 杖であったとしても、太刀に立ち向かえるところ。 【杖対太刀】
４
ただの杖がとても強いというところだと思います。刀のよう
に、切れる部分があるというわけではないのに、相手とやりあ
えるのが魅力だと思います。
【杖対太刀】
５
他の武道はどちらかというと攻める姿勢が強く出ているが、杖
は相手の動きにどう対応していくかが重要だと感じ、他の武道
にはない奥深さがありました。
【護身】
６ 杖の有利な点を常に意識して技を進めていくところ。 【杖対太刀】
７
呼吸を合わせて型を上手くできたときの達成感にあると思いま
す。
【形的協力性】
８
刀のような人を攻めるようなものではなく、細く長い木の棒で
すが、それでいかに身を守るかや相手の動きをよむことができ
るなどとても奥深いところです。
【護身】
９ 相手との動きを合わせるという協力性が強いというところです。【形的協力性】
１０ ２人組で息を合わせてやるところ。 【形的協力性】
１１ 相手を倒すのではなく相手を制するところ。 【護身】
１２ みんなで技能を高め合えること。 【協力】
１３ みんなで教え合って練習できること。上達がはやい。 【協力】
１４ 棒で剣を制圧しようとするところ。 【杖対太刀】
１５ 剣でも銃でもなく、「杖」で人と戦おうとする精神がかっこいい。 【杖対太刀】
１６ ２人でやるところ。 【協力】
１７ 具体的なうまさがないところ。 その他
１８ 刃がないのに刃をもっている太刀にかてるところ。 【杖対太刀】
１９ 二人で完成させるところ。 【形的協力性】
Ⅳ - ２　杖道に感じた魅力
 （１）武道未経験者が杖道に感じた魅力
　武道未経験学生が杖道に挙げた魅力として、【護身】５名、【杖対太刀】６名、【形
的協力性】４名、【協力】３名、その他１名がいた。
　最も多かった【杖対太刀】に関しては、全員が日本刀との殺傷性との違いを比べな
がら記述していた。これは、居合道を経験した後に経験したからこそ出てきた意見で
あり、杖道の深い理解につながったと考えられる。
　【護身】に関しては、自ら攻撃するのではなく、相手の動きに対応しながら制する
ということについての記述があった。これも、居合道の形の全てが最終的に相手を切
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表１３：武道経験者が杖道に感じた魅力とその分類
№ 記述内容 分類
１ ただの棒で刀と戦うのはロマンチックだと思います。 【杖対太刀】
２
他のスポーツほど体力が必要ないが、型の細かい足の動き、身
体の動かし方を意識してやると他のスポーツと同様に大きな達
成感を得られるところ。
【身体操作】
３ 杖道に限ったことではないが、今の自分のできるところをできる範囲で全力でやるというのは素晴らしいと思います。 その他
４ 相手と息を合わせる所でしょうか。相手の呼吸を崩すのがメインだったので。 【形的協力性】
５ 不利な状況を打破するところ。 【杖対太刀】
６ 杖を通して日本文化に触れられるところ。 【伝統的行動】
７ 殺傷能力の不利を返して杖が太刀の攻めを止めるところです。 【杖対太刀】
８ 日常動作の中でロマンを感じられるところ。 【伝統的行動】
９ 相手を傷つけずに制することができるところ。 【護身】
１０ 技に刀と対峙してのストーリー性があるところ。 【理合】
１１ 相手を殺したりはできないが、自分を守れること。 【護身】
１２ 相手といっしょに型をやるところ。 【形的協力性】
り伏せることで終わっていることに対し、杖道で経験した形は相手の顔面に杖先を向
けることで形が終了していることとの比較から生まれてきた考えだとも推察される。
　さらに、杖道の形は２人１組で行うため、それぞれが形の手順を覚え、息を合わせ
ることが必要になる。そのため、【形的協力性】に魅力を感じているように窺える。
また、形が成功した後の達成感を得られるとの記述もあったが、２人で形の完成に向
かう中で、言葉のやり取りや教え合いがはじまっており、結果として形の完成に向か
う過程における【協力】を魅力とした記述がみられたと考えられる。ただし、その他
として「具体的なうまさがないところ」という回答があったため、質問の方法も含め
て今後課題を要する点であると思われる。
 （２）武道経験者が杖道に感じた魅力
　武道経験者が杖道に感じた魅力に関しては、【杖対太刀】が３名、【身体操作】が１
名、【形的協力性】が２名、【伝統的行動】が２名、【護身】が２名、【理合】が１名、
その他が１名であった。最も多かった【杖対太刀】に関しては、太刀の殺傷性と比較
しながら、不利な状況を打開していくことに魅力を感じたという記述がみられた。ま
た、【形的協力性】に関しては、剣道経験と比較しながら相手と息を合わせて行うこ
とに魅力を感じた学生がいた。【伝統的行動】に関しては、居合道と同じく、日常生
活と結びつけて考えた学生がいた。【理合】に関しては１名のみであったが、武道未
経験者の記述からはみられなかった記述である。その他に関しては、武道はもちろん
のこと、授業の取り組み全般に対する回答であったこともあり、質問の仕方等を工夫
する必要があると考える。
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Ⅴ．おわりに
　本稿は、居合道と杖道の２つの武道による授業を実践し、授業終了後に学生が武道
の魅力をどのように感じるに至ったか、何を特性と感じたかについて述べてきた。居
合道と杖道に対しての記述を基に、若干の考察を加えておきたい。
　以前の調査より、武道経験者は技術の向上や身体の操作性に興味を持つ傾向があっ
たことに対して、武道未経験者は形の持つストーリー性に興味を持つ傾向があっ
た１３）。しかし、今回の調査においては、武道経験者・未経験者いずれにおいてもそれ
ほどの差が無かった。これは、居合道と杖道を経験したからこその意識の変化であり、
複数の武道を同一の授業として行うことの有効性を示唆しているようにも思われる。
　１人で行う武道である居合道に関しては、【精神修養】の記述がいくつかみられた
ことに対して、杖道に関しては１名も見られなかった。しかし、杖道に【精神修養】
としての面がないわけではない。これは、居合道が１人で行うことに対して杖道は２
人１組になり、相手と形を合わせる必要が生じることから、自分の精神面に対して意
識が向かないことの表れであると考えられる。しかし、これが杖道のみの授業であれ
ば課題として得られるところではあるが、日本の武道の特徴の一つである【精神修養】
の面を居合道で体感し、杖道の授業に取り組んでいけたと考えるならば、複数の武道
をそれぞれの特性を踏まえながら経験することによって武道のより深い理解につな
がったといえ、身体運動文化としての武道が体育授業に果たす役割の明確化につなが
る一つの視点がみられたと考えられる。ただし、杖道に関しては、【協力】の記述が
武道未経験者に複数あったことに対して、武道経験者にはみられなかった。お互いに
技能を高めあう過程に楽しみを持っている学生と、形の完成のみを考えてしまいがち
な学生との違いがあるようにも見受けられる。これが、武道経験、未経験によって異
なるかどうかについては今後検討を要する。
　以上より、居合道、杖道に対して、学生が感じる魅力や特性に若干の違いがみられ
た。今後の授業展開において、複数の武道を取り扱った授業は、それぞれの武道の持
つ特性を強く押しだすと共に、他の武道の特性を補いながら実践していくことが必要
であると考える。そのことが学生の武道に対する理解を深めることにつながり、単独
の武道では学ぶことのできない要素を学ぶ機会の提供になり得ると考える。
　また、本稿では分析の対象としなかったが、授業の前後でイメージが変わったと答
えた学生は、居合道、杖道ともに９６．８％（変わらなかったと答えた学生は１名のみ）
いた。接する機会が少なく、事前に見たことがある学生が少ないからこそ、武道授業
を行う前後の武道に持つイメージに関してはより詳細な研究が必要であると考えられ
る。本実践においては、学生たちの事前の調査を行わなかったため、武道に感じる魅
力に対して具体的に何が、どの程度変化したのかを測ることができなかった。本実践
によって得られた結果を踏まえ、より詳細な研究を進めることが必要であり、今後の
課題としたい。
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脚注
１）平成２０年の『中学校学習指導要領』においては、柔道、剣道、相撲を中心に、地
域や学校の実態に合わせた武道として、なぎなたのみ例として挙げられていた。平
成２９年に追加して示された５つの武道と、これまでも示されていた柔道、剣道、相
撲、なぎなたは、日本武道協議会に加盟されている武道であり、現代武道というと
おおよそこの９つの武道をいうことが多い。
２）植原吉朗他「武道の学校体育への導入可能性について：指導事例の報告より」日
本武道学会第４３回大会発表，２０１０．
３）阿部弘生「武道授業における杖道導入へのとりくみ」：『人間開発学研究』第２
号，pp.１１１ -１３３，２０１１．
４）金田和久「大学授業科目としての居合道における考察」：『国際武道大学研究紀要』
第１５号，pp.１０７ -１２５，２０００．
５）学校法人倉田学園 大手前高松中学・高等学校公式ホームページ，http://www.
otemae.net/today/４５２１，２０１８年１０月１日閲覧
６）久田学園佐世保女子高等学校公式ホームページ，http://hisata-gakuen.com/
tokusyoku/hyougen.html，平成３０年１０月１日閲覧
７）文部科学省『中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編』東山書房，
p.１４３，p.１５４，２０１８．
８）平成２９年３月末日現在では、全日本剣道連盟に登録している有段者は９３，１６６人
（内、女性は１２，２０１人）を数える。
　 一 般 社 団 法 人 全 日 本 剣 道 連 盟 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ、https://www.kendo.or.jp/
knowledge/，２０１８年１２月３日閲覧
９）全日本剣道連盟居合は、昭和４４年に７本が制定され、同５５年に３本、平成１２年に
はさらに２本追加され、現在では１２本の形が制定されている。
１０）全日本剣道連盟『全日本剣道連盟居合（解説）』全日本剣道連盟，２００６．
１１）第１回目の「抜きつけ」「切り下ろし」の技術を用いた形として、夢想神伝流に
著者が適当と思う形があるため、採用した。
　 松峯達男『居合の研究　夢想神伝流（下）』スキージャーナル，pp.１１０ -１１８，
２００８，参照．
１２）全日本剣道連盟『全日本剣道連盟杖道（解説）』全日本剣道連盟，２０１７．
１３）「武道授業における杖道導入への取り組み」
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